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令和３年度　専攻科学生募集要項

Ⅰ　募　集　人　員

　創造技術システム工学専攻　　16 名

　機械システムコース

　電気電子情報コース

　建設システムコース

　応用化学コース

Ⅱ　選　抜　方　法

　入学者の選抜は，推薦による選抜，学力による選抜，社会人特別選抜及びアドミッ

ション・オフィス（ＡＯ）による選抜とし，下記のとおり実施する。

選 抜 区 分 選 抜 実 施 期 日 募 集 人 員

推 薦 に よ る 選 抜 令和２年５月９日（土） 8 名程度

学 力 に よ る 選 抜 令和２年５月23日（土） 8 名程度

社 会 人 に よ る 選 抜 令和２年５月23日（土） 若 干 名

Ａ Ｏ に よ る 選 抜 令和２年10月17日（土） 若 干 名

※専攻科を修了するには，本校が定める教育プログラム「創造技術システム工学」

の修了要件を満たす必要があります。ついては，本校以外の卒業者（見込み者も含

む。）が出願する場合は，出願資格確認のため，必ず各選抜の定める日までに学生課

（Tel.0884-23-7130）に照会してください。

16日

30日

30日
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Ⅲ　推薦による選抜

１　出　願　資　格

　次の（1）～（8）のいずれかに該当し，出身（在籍）学校長の推薦を得た者で，（9）～（12）

を満たしていること。

（1）高等専門学校を卒業した者（令和３年３月卒業見込みの者を含む。）

（2）短期大学を卒業した者（令和３年３月卒業見込みの者を含む。）

（3）専修学校の専門課程を修了した者（令和３年３月修了見込みの者を含む。）のうち

学校教育法第132 条の規定により大学に編入学することができる者

（4）高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専攻

科の課程を修了した者（令和３年３月修了見込みの者を含む。）のうち，学校教育

法第 58条の２（同法第70条第１項及び第82条において準用する場合を含む。）の

規定により大学に編入学することができる者

（5）外国において，学校教育における14 年の課程を修了した者（令和３年３月修了

見込みの者を含む。）

（6）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することに

より当該外国の学校教育における14 年の課程を修了した者（令和３年３月修了見

込みの者を含む。）

（7）我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育に

おける14 年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外

国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別

に指定するものの当該課程を修了した者 （令和３年３月修了見込みの者を含む。）

（8）その他本校の専攻科において，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者

（9）阿南工業高等専門学校教育プログラム履修に関する規則に定める科目（本校４，５

年次に開講する科目のみ）に相当するもので，履修した科目の学業成績の平均点

が75点以上である者

（10） 出願日前２年以内に実施され，出願日までに正式な結果通知を受け取ったＴＯＥＩＣ

公開テスト又はＴＯＥＩＣ ＩＰテストにおいて375点以上の成績を有する者，又は実

用英語技能検定２級以上の成績を有する者，又は工業英語能力検定３級以上の成

績を有する者

（11） 学業成績及び人物が優れていると認められる者

（12） 合格した場合，入学する意志が強固である者
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２　出　願　手　続

（1）願書受付

入 学 願 書
本校所定の用紙に必要事項を記入したもの。
志望するコース名を記載すること。

受 検 票

写 真 票

本校所定の用紙に必要事項を記入し，写真を所定の位置に
貼付したもの。
写真は，上半身・正面向・脱帽・無背景（縦４㎝×横３㎝）
で，出願日以前３ヶ月以内に撮影したもの。

調 査 書 等

（1）調査書：本校所定の用紙に出身（在籍）学校長が作成し，
厳封したもの

（2）成績証明書：出身学校所定の用紙を使用して当該学校
長が作成し，厳封したもの

（3）英語証明書：出願日前２年以内に実施され，出願日ま
でに正式な結果通知を受け取ったＴＯＥＩＣ公開テスト
若しくはＴＯＥＩＣ　ＩＰテスト，又は実用英語検定，又
は工業英検のスコアや級がわかる証明書等の写し

推 薦 書 本校所定の用紙に，出身（在籍）学校長が作成したもの。

入 学 検 定 料

（振込金証明書）

入学検定料　16,500 円（本校所定の振込用紙を用いて，最
寄りの金融機関の受付窓口から振り込んでください。現金
による検定料の受付はできませんので注意してください。）
本校以外からの出願者は，出願資格の確認後に検定料の振
込をしてください。
* 別紙の「検定料の納入について」を参照してください。

受 検 票

返 信 用 封 筒

出願者の郵便番号，住所，氏名を明記し，84円切手を貼付
したもの。（自宅外の者は○○方を記入すること。）また，
速達を希望する場合には，374 円切手を貼付したもの。
ただし，願書を持参した場合には不要。封筒は，長形３号
封筒とする。（120 ㎜×235 ㎜）

あ て 名 票
本校所定の用紙に，合格通知書を受ける住所，郵便番号，
氏名等を記入すること。（自宅外の者は○○方を記入する
こと。）

そ の 他 外国人は，市区町村長の交付する住民票を提出すること。

期 間
令和２年４月22日（水）から令和２年４月23日（木）までとする。
郵送の場合も，令和２年４月23日（木）必着のこと。

時 間 9 時 00 分から 16 時 30 分まで。

場 所
阿南工業高等専門学校　学生課
〒774-0017　阿南市見能林町青木 265　☎ 0884 － 23 － 7130

（2）出願書類等

30日（木） 5月1日（金）

5月1日（金）
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＊　出願に関する注意事項

① 出願書類の不備なものは受け付けない。

② 提出した出願書類に虚偽の記載があった場合，入学後であっても入学を取り

消すことがある。

③ 郵送する場合は，必ず「書留郵便」 とし，封筒に「専攻科出願書類在中」 と朱

書すること。

④ 願書提出後の記載事項の変更は認めない。

⑤ 受理した書類は，いかなる理由があっても返還しない。

⑥ 本校以外から出願する者は，あらかじめ確認が必要ですので令和２年４月

13日（月）までに本校学生課に相談してください。

（3）身体に障害のある入学志願者との事前相談

受検上及び修学上特別な配慮を必要とする者は，あらかじめ本校への相談が必

要ですので，令和２年４月13 日（月）までに本校学生課に相談してください。

３　選 抜 の 方 法

　推薦による選抜検査は，推薦書，調査書（ＴＯＥＩＣ，又は英検，又は工業英検の

成績を含む。）及び面接（専門科目に関する口頭試問を含む。以下同じ。）により行う。

なお，提出された推薦書等の出願書類の記載内容により，面接を免除する場合がある。

（1）日　　時　　令和２年５月９日（土）

受　付　12：30 ～ 13：00

面　接　13：30 ～

（2）場　　所　　阿南工業高等専門学校

＊「受検票」 を必ず携行すること

４　合 格 者 の 発 表

　令和２年５月14 日（木）午前10 時，本校に掲示するとともにホームページにも掲載

する。ホームページの内容と本校に掲示する合格者が異なる場合は，掲示による合

格者発表を正しいものとする。また，推薦者宛に合否を文書で通知し，併せて合格

者には「合格通知書」を発送する。

　なお，電話による合否の問い合わせには一切応じない。

５　入学確約書の提出

　合格通知を受けた者は，「入学確約書」を令和２年５月25 日（月）までに阿南工業高

等専門学校学生課へ提出すること。

　なお，所定の期限までに「入学確約書」を提出しない者は，本校に入学の意志が

ない者として取り扱う。

６　「推薦による選抜」で不合格となった者の「学力による選抜」の受検

　「推薦による選抜」の結果，不合格となった者で「学力による選抜」の受検を希望す

る者は，「学力による選抜」の出願手続きをあらためて行うこと。

16日

21日

6月1日
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Ⅳ　学力による選抜

１　出　願　資　格

　次の（1）～（8）のいずれかに該当していること。

（1）高等専門学校を卒業した者（令和３年３月卒業見込みの者を含む。）

（2）短期大学を卒業した者（令和３年３月卒業見込みの者を含む。）

（3）専修学校の専門課程を修了した者（令和３年３月修了見込みの者を含む。）のう

ち学校教育法第 132 条の規定により大学に編入学することができる者

（4）高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専攻

科の課程を修了した者（令和３年３月修了見込みの者を含む。）のうち，学校教育

法第58条の２（同法第70条第１項及び第82条において準用する場合を含む。） の

規定により大学に編入学することができる者

（5）外国において，学校教育における14年の課程を修了した者（令和３年３月修了

見込みの者を含む。）

（6）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することに

より当該外国の学校教育における14 年の課程を修了した者（令和３年３月修了見

込みの者を含む。）

（7）我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育に

おける14 年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外

国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別

に指定するものの当該課程を修了した者（令和３年３月修了見込みの者を含む。）

（8）その他本校の専攻科において，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者

２　出　願　手　続

（1）願書受付

期 間

時 間 9 時 00 分から 16 時 30 分まで。

場 所
阿南工業高等専門学校　学生課
〒774-0017　阿南市見能林町青木 265　☎ 0884 － 23 － 7130

入 学 願 書
本校所定の用紙に必要事項を記入したもの。
志望するコース名を記載すること。

受 検 票

写 真 票

本校所定の用紙に必要事項を記入し，写真を所定の位置に
貼付したもの。
写真は，上半身・正面向・脱帽・無背景（縦４㎝×横３㎝）
で，出願日以前３ヶ月以内に撮影したもの。

（2）出願書類等

13日（水）から令和２年５月15日（金）までとする。
5 月15日（金）必着のこと。

22日

20日 22日

22日

令和２年５月13日（水）から令和２年５月15日（金）までとする。

郵送の場合も，令和２年５月15日（金）必着のこと。

kachohosa
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線
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線
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＊　出願に関する注意事項

① 出願書類の不備なものは受け付けない。

② 提出した出願書類に虚偽の記載があった場合，入学後であっても入学を取り

消すことがある。

③ 郵送する場合は，必ず「書留郵便」 とし，封筒に「専攻科出願書類在中」と朱

書すること。

④ 願書提出後の記載事項の変更は認めない。

⑤ 受理した書類は，いかなる理由があっても返還しない。

⑥ 本校以外から出願する者は，あらかじめ確認が必要ですので令和２年４月

24日（金）までに本校学生課に相談してください。

（3）身体に障害のある入学志願者との事前相談

受検上及び修学上特別な配慮を必要とする者は，あらかじめ本校への相談が必

要ですので，令和２年４月24日（金） までに本校学生課に相談してください。

３　選 抜 の 方 法
　学力による選抜検査は，数学の筆記試験，調査書（ＴＯＥＩＣ，又は英検の成績を含

む。）及び面接（専門科目に関する口頭試問を含む。）により行う。

　なお，原則として数学の得点が満点の30％未満の場合は不合格とする。

調 査 書 等

（1）調査書：本校所定の用紙に出身（在籍）学校長が作成し，
厳封したもの

（2）成績証明書：出身学校所定の用紙を使用して当該学校
長が作成し，厳封したもの

（3）英語証明書：出願日前２年以内に実施され，出願日ま
でに正式な結果通知を受け取ったＴＯＥＩＣ公開テスト
若しくはＴＯＥＩＣ　ＩＰテスト，又は実用英語検定のス
コアや級がわかる証明書等の写し

入 学 検 定 料

（振込金証明書）

入学検定料　16,500 円（本校所定の振込用紙を用いて，最
寄りの金融機関の受付窓口から振り込んでください。現金
による検定料の受付はできませんので注意してください。）
本校以外からの出願者は，出願資格の確認後に検定料の振
込をしてください。
* 別紙の「検定料の納入について」を参照してください。

受 検 票

返 信 用 封 筒

出願者の郵便番号，住所，氏名を明記し，84 円切手を貼付
したもの。（自宅外の者は○○方を記入すること。）また，
速達を希望する場合には，374 円切手を貼付したもの。
ただし，願書を持参した場合には不要。封筒は，長形３号
封筒とする。（120 ㎜×235 ㎜）

あ て 名 票
本校所定の用紙に，合格通知書を受ける住所，郵便番号，
氏名等を記入すること。（自宅外の者は○○方を記入する
こと。）

そ の 他 外国人は，市区町村長の交付する住民票を提出すること。
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Ⅴ　社会人特別選抜

１　出　願　資　格

　企業等に在職する者で，次の（1）～（8）のいずれかに該当していること。また，所

属する企業等の長が勤務成績，人物ともに優れていると認め推薦する者で，かつ，

合格すれば在職のまま本校専攻科へ入学が可能である者。

（1）高等専門学校を卒業した者

（2）短期大学を卒業した者

（3）専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第132 条の規程により大学

に編入学することができる者

（4）高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科

の課程を修了した者のうち，学校教育法第58条の２（同法第70条第１項及び第82

条において準用する場合を含む。）の規定により大学に編入学することができる者

（5）外国において， 学校教育における14 年の課程を修了した者

（6）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することに

より当該外国の学校教育における14 年の課程を修了した者

（7）我が国において，外国の短期大学の課程 （その修了者が当該外国の学校教育にお

ける14 年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国

の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に

指定するものの当該課程を修了した者

（8）その他本校の専攻科において，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者

（1）日　　時　　令和２年５月23日（土）

受　付　  9：30 ～   9：40

数　学　10：00 ～ 11：30

面　接　12：40 ～

（2）場　　所　　阿南工業高等専門学校

＊「受検票」を必ず携行すること

４　合 格 者 の 発 表

令和２年 5 月28日（木）午前10 時，本校に掲示するとともにホームページにも掲

載する。ホームページの内容と本校に掲示する合格者が異なる場合は，掲示による

合格者発表を正しいものとする ｡ また，合格者には「合格通知書」を発送する。 

　なお，電話による合否の問い合わせには一切応じない。

５　入学確約書の提出

合格通知を受けた者は，「入学確約書」を令和２年10月28日（水）までに阿南工業

高等専門学校学生課へ提出すること。

　なお，所定の期限までに「入学確約書」を提出しない者は， 本校に入学の意志がな

い者として取り扱う。

30日

6月4日

kachohosa
線

kachohosa
線

kachohosa
線

kachohosa
線

kachohosa
タイプライターテキスト
12月25日（金）
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（2）出願書類等

２　出　願　手　続

（1）願書受付

期 間

時 間 9 時 00 分から 16 時 30 分まで。

場 所
阿南工業高等専門学校　学生課

〒774-0017　阿南市見能林町青木 265　☎ 0884 － 23 － 7130

入 学 願 書
本校所定の用紙に必要事項を記入したもの。
志望するコース名を記載すること。

受 検 票

写 真 票

本校所定の用紙に必要事項を記入し，写真を所定の位置に
貼付したもの。
写真は，上半身・正面向・脱帽・無背景（縦４㎝×横３㎝）
で，出願日以前３ヶ月以内に撮影したもの。

調 査 書 等

（1）調査書：本校所定の用紙に出身学校長が作成し，厳封
したもの

（2）成績証明書：出身学校所定の用紙を使用して当該学校
長が作成し，厳封したもの

（3）英語証明書：出願日前２年以内に実施され，出願日ま
でに正式な結果通知を受け取ったＴＯＥＩＣ公開テスト
若しくはＴＯＥＩＣ　ＩＰテスト，又は実用英語検定のス
コアや級がわかる証明書等の写し

推 薦 書
本校所定の用紙により，所属する企業等の長が作成し，厳
封したもの。

入 学 検 定 料

（振込金証明書）

入学検定料　16,500 円（本校所定の振込用紙を用いて，最
寄りの金融機関の受付窓口から振り込んでください。現金
による検定料の受付はできませんので注意してください。）
本校以外からの出願者は，出願資格の確認後に検定料の振
込をしてください。
* 別紙の「検定料の納入について」を参照してください。

受 検 票

返 信 用 封 筒

出願者の郵便番号，住所，氏名を明記し，84 円切手を貼付
したもの。（自宅外の者は○○方を記入すること。）また，
速達を希望する場合には，374 円切手を貼付したもの。
ただし，願書を持参した場合には不要。封筒は，長形３号
封筒とする。（120 ㎜×235㎜）

あ て 名 票
本校所定の用紙に，合格通知書を受ける住所，郵便番号，
氏名等を記入すること。（自宅外の者は○○方を記入する
こと。）

そ の 他 外国人は，市区町村長の交付する住民票を提出すること。

20日 22日
令和２年５月13日（水）から令和２年５月15日（金）までとする。

郵送の場合も，令和２年５月15日（金）必着のこと。
22日

kachohosa
線

kachohosa
線

kachohosa
線
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＊　出願に関する注意事項

① 出願書類の不備なものは受け付けない。

② 提出した出願書類に虚偽の記載があった場合，入学後であっても入学を取り

消すことがある。

③ 郵送する場合は，必ず「書留郵便」とし，封筒に「専攻科出願書類在中」と

朱書すること。

④ 願書提出後の記載事項の変更は認めない。

⑤ 受理した書類は，いかなる理由があっても返還しない。

⑥ 本校の卒業生以外が出願する場合は，あらかじめ確認が必要ですので令和２年

４月24日（金）までに本校学生課に相談してください。

（3）身体に障害のある入学志願者との事前相談

受検上及び修学上特別な配慮を必要とする者は，あらかじめ本校への相談が必

要ですので，令和２年４月24日（金）までに本校学生課に相談してください。

３　選 抜 の 方 法

　社会人特別選抜検査は，企業等の長から提出された推薦書，調査書（ＴＯＥＩＣ，又

は英検の成績を含む。）及び面接（専門科目に関する口頭試問を含む。）により行う。

（1）日　　時　　令和２年５月23日（土）

受　付　12：20 ～ 12：25

面　接　12：40 ～

（2）場　　所　　阿南工業高等専門学校

＊「受検票」を必ず携行すること

４　合 格 者 の 発 表

　令和２年 5 月28日（木）午前10 時，本校に掲示するとともにホームページにも掲

載する。ホームページの内容と本校に掲示する合格者が異なる場合は，掲示による

合格者発表を正しいものとする。また，推薦者宛に合否を文書で通知し，併せて合

格者には「合格通知書」を発送する。

　なお，電話による合否の問い合わせには一切応じない。

５　入学確約書の提出

　合格通知を受けた者は， 「入学確約書」を令和２年10月28日（水）までに阿南工業

高等専門学校学生課へ提出すること。

　なお，所定の期限までに「入学確約書」を提出しない者は，本校に入学の意志が

ない者として取り扱う。

30日

6月4日

kachohosa
線

kachohosa
線

kachohosa
線

kachohosa
タイプライターテキスト
12月25日（金）
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Ⅵ　ＡＯによる選抜

　ＡＯ選抜は，専攻科が求める技術者としての優れた可能性を審査するものです。

　書類審査では，自己推薦書をもとに志願者の入学後の学習意欲や複合的な課題に

対する解決能力を有しているかを判定します。また，面接審査では自己推薦書の内

容についてプレゼンテーションをしていただき，技術者としての可能性や資質につ

いて判定し，また，アドミッションポリシーとの適合性を確認します。

１　出　願　資　格

　次の（1）～（8）のいずれかに該当し，（9）～（11）を満たしていること。

（1）高等専門学校を卒業した者（令和３年３月卒業見込みの者を含む。）

（2）短期大学を卒業した者（令和３年３月卒業見込みの者を含む。）

（3）専修学校の専門課程を修了した者（令和３年３月修了見込みの者を含む。）のうち

学校教育法第132条の規定により大学に編入学することができる者

（4）高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専

攻科の課程を修了した者（令和３年３月修了見込みの者を含む。）のうち，学校教

育法第 58条の２（同法第70条第１項及び第82 条において準用する場合を含む。）

の規定により大学に編入学することができる者

（5）外国において，学校教育における14年の課程を修了した者（令和３年３月修了

見込みの者を含む。）

（6）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することに

より当該外国の学校教育における14 年の課程を修了した者（令和３年３月修了見

込みの者を含む。）

（7）我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育に

おける14 年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外

国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別

に指定するものの当該課程を修了した者（令和３年３月修了見込みの者を含む。）

（8）その他本校の専攻科において，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者

（9）阿南工業高等専門学校教育プログラム履修に関する規則に定める科目（本校４，５

年次に開講する科目のみ）に相当するもので，履修した科目の学業成績の平均点

が70点以上である者

（10）　出願日前２年以内に実施され， 出願日までに正式な結果通知を受け取ったＴＯＥＩＣ

公開テスト又はＴＯＥＩＣ ＩＰテストにおいて375点以上の成績を有する者，又は実

用英語技能検定２級以上の成績を有する者，又は工業英語能力検定３級以上の成

績を有する者

（11）　学業成績及び人物が優れていると認められる者

（12）　合格した場合，入学する意志が強固である者
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（2）出願書類等

２　出　願　手　続

（1）願書受付

期 間
令和２年９月29 日（火）から令和２年10月１日（木）までとする。
郵送の場合も，令和２年10月１日（木）必着のこと。

時 間 9 時 00 分から 16 時 30 分まで。

場 所
阿南工業高等専門学校　学生課
〒774-0017　阿南市見能林町青木 265　☎ 0884 － 23 － 7130

入 学 願 書
本校所定の用紙に必要事項を記入したもの。
志望するコース名を記載すること。

受 検 票

写 真 票

本校所定の用紙に必要事項を記入し，写真を所定の位置に
貼付したもの。
写真は，上半身・正面向・脱帽・無背景（縦４㎝×横３㎝）
で，出願日以前３ヶ月以内に撮影したもの。

調 査 書 等

（1）調査書：本校所定の用紙に出身（在籍）学校長が作成し，
厳封したもの

（2）成績証明書：出身学校所定の用紙を使用して当該学校
長が作成し，厳封したもの

（3）英語証明書：出願日前２年以内に実施され，出願日ま
でに正式な結果通知を受け取ったＴＯＥＩＣ公開テスト
若しくはＴＯＥＩＣ　ＩＰテスト，又は実用英語検定，又
は工業英検のスコアや級がわかる証明書等の写し

自 己 推 薦 書 本校所定の用紙に，出願者が作成したもの。

入 学 検 定 料

（振込金証明書）

入学検定料　16,500 円（本校所定の振込用紙を用いて，最
寄りの金融機関の受付窓口から振り込んでください。現金
による検定料の受付はできませんので注意してください。）
本校以外からの出願者は，出願資格の確認後に検定料の振
込をしてください。
* 別紙の「検定料の納入について」を参照してください。

受 検 票

返 信 用 封 筒

出願者の郵便番号，住所，氏名を明記し，84 円切手を貼付
したもの。（自宅外の者は○○方を記入すること。）また，
速達を希望する場合には，374 円切手を貼付したもの。
ただし，願書を持参した場合には不要。封筒は，長形３号
封筒とする。（120 ㎜×235 ㎜）

あ て 名 票
本校所定の用紙に，合格通知書を受ける住所，郵便番号，
氏名等を記入すること。（自宅外の者は○○方を記入する
こと。）

そ の 他 外国人は，市区町村長の交付する住民票を提出すること。
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＊　出願に関する注意事項

①　出願書類の不備なものは受け付けない。

②　提出した出願書類に虚偽の記載があった場合，入学後であっても入学を取り

消すことがある。

③　郵送する場合は， 必ず「書留郵便」とし，封筒に「専攻科出願書類在中」と朱

書すること。

④　願書提出後の記載事項の変更は認めない。

⑤　受理した書類は，いかなる理由があっても返還しない。

⑥　本校以外から出願する者は，あらかじめ確認が必要ですので令和２年９月

18日（金）までに本校学生課に相談してください。

（3）身体に障害のある入学志願者との事前相談

　受検上及び修学上特別な配慮を必要とする者は，あらかじめ本校への相談が必

要ですので，令和２年９月18日（金）までに本校学生課に相談してください。

３　選 抜 の 方 法

　ＡＯによる選抜検査は，自己推薦書， 調査書（ＴＯＥＩＣ，又は英検，又は工業英検

の成績を含む。）及びプレゼンテーション（発表10 分，質疑応答10 分）により行う。

パワーポイントを用いる場合は，持参したコンピュータを使用してください。プロ

ジェクター（Ｄ‐Ｓｕｂ15 ピンコネクタ）は本校が用意します。

（1）日　　時　　令和２年10月17日（土）

受　付　12：50 ～ 13：00

面　接　13：30 ～ 

（2）場　　所　　阿南工業高等専門学校

＊「受検票」を必ず携行すること

４　合 格 者 の 発 表

　令和２年10月22日（木）午前10時，本校に掲示するとともにホームページにも掲載

する。ホームページの内容と本校に掲示する合格者が異なる場合は，掲示による合

格者発表を正しいものとする。また，合格者には「合格通知書」を発送する。 

　なお，電話による合否の問い合わせには一切応じない。

５　入学確約書の提出

　合格通知を受けた者は，「入学確約書」を令和２年11月４日（水）までに阿南工業高

等専門学校学生課へ提出すること。

　なお，所定の期限までに「入学確約書」を提出しない者は，本校に入学の意志が

ない者として取り扱う。
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Ⅶ　そ　の　他

１　検定料の返還について

　納付された検定料については次の場合を除き返還請求できません。

　・検定料を納付したが出願しなかった場合

　・検定料を重複で納付した場合

２　入試情報の開示について

　情報公開法の施行に基づき，学力による選抜について，請求があれば開示します。

　なお，開示方法は本校の本科（創造技術工学科）の入学試験に準じて行いますが，

個人情報や入試の適正な実施に著しく支障が生じる情報等，開示できない場合があ

りますので，あらかじめご承知ください。

３　個人情報の取扱いについて

　入学志願者から提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に

用いた試験成績・評価といった入学者選抜を通じて取得した個人情報は，入学者選

抜の資料として利用するとともに，次の目的のためにも利用します。

　（1）入学後の教育・指導

　（2）入学料， 授業料の免除申請の審査

　（3）奨学金申請の審査

　（4）本校及び国立高等専門学校全体の教育制度・入学者選抜制度の改善のための

調査・研究

４　入　学　手　続

　合格者には，令和３年２月下旬頃別途通知する。

５　連　　絡　　先

　募集要項に関して不明な点は，下記まで照会すること。

　　阿南工業高等専門学校　学生課

　　〒 774-0017　徳島県阿南市見能林町青木265番地

ＴＥＬ（0884）23 － 7130

ＦＡＸ（0884）22 － 4232
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入　 学　 案　 内

１　設　置　目　的

　高専の科学の知識と技術をさらに深めたい学生のため，より高度な技術者教育を

行うことを目的として，２年間の教育課程である専攻科があります。阿南高専には

平成８年４月に専攻科が設置されました。

２　専攻科のアドミッション・ポリシー

　専攻科は，専門分野における確固たる知識を基盤に，幅広い工学分野において，

その知識を創造的かつ実践的に活用できる可能性をもつエンジニアの育成をめざし

ます。そのために必要な，次のような素養を持つ人物を求めています。

　　⒜　国際人としての教養

　　⒝　社会・自然への責任感と倫理観

　　⒞　知識・技能を身に付け、問題を発見・解決する能力

　　⒟　幅広いコミュニケーション能力

　　⒠　主体性を持って多様な人々と協働して学習する能力

　　⒡　「ものづくり」につながる創造的思考力

３　入　学　定　員

創造技術システム工学専攻　　16 名

　機械システムコース

　電気電子情報コース

　建設システムコース

　応用化学コース

４　学習・教育到達目標

　現在の産業界では，今日的問題である環境問題に対する知識・技術者特有の倫理的

思考及び国際的な視野に基づいた見識を有したうえで，工学の多岐にわたる分野の知

識と技術とを用いて，工学の融合複合分野において独創的な技術開発を進めることの

できる技術者が求められていることから， 国際化に対応できる技術者を育成します。

　機械・電気電子・情報・建設・化学等のあらゆる工学を対象として，それらの分野

に関連する専門技術や工学一般の知識を広く学び，その知識の定着をめざします。そ

のうえで， 自己の特異分野を核としてもち，学んだ専門技術や工学知識をシステムとし

て幅広く有機的に活用できる方法論・実践力を養成する教育を行います。したがって，

本校がめざす自立した技術者像は以下のようになります。
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(A)　国際人としての教養を身につけ， 人間社会や自然環境に対して責任感及び倫理観をも

つ技術者

(A) －１　世界的視野から日本の文化，社会並びに他国の文化， 社会を複眼的にとらえて，

両者のあるべき関係について説明できる。

(A) －２　人間社会に対する技術者としての責任を自覚し，自己の倫理観を説明できる。

(A) －３　自然環境を考慮した技術開発を進めるための問題点を説明できる。

(B)　社会が要求している問題を見出し，数学・自然科学・情報技術を利用しながら問題解

決を計画的に遂行できる技術者

(B) －１　インターンシップ，工学セミナーなどを通じて社会が要求している問題を見出せる。

(B) －２　線形代数， 解析学などに関する知識を応用して問題解決を遂行できる。

(B) －３　力学，電磁気学・熱力学などの物理や化学に関する知識を応用して問題解決

を遂行できる。

(B) －４　情報技術に関する知識を応用して問題解決を遂行できる。

(C)　日本語で論理的に記述・討論ができ， 専門分野において国際的にコミュニケーション

がとれ， 表現力豊かに口頭発表ができる技術者

(C) －１　日本語で科学技術論文を作成できる。

(C) －２　自分の研究成果を日本語で聴講者にわかりやすく口頭発表でき，論理的な討論 

ができる。

(C) －３　英語によるコミュニケーションができ，専門分野において英語による口頭発表 

ができる。

(D)　継続して専門技術や知識を学習する習慣（D1）を身につけ，複合的な技術開発を進められ

る能力（D2）をもった技術者

(D) －１　設計・システム系，情報・論理系，材料・バイオ系， 力学系を含む工学の基礎

となる幅広い学問分野について，自主的かつ継続的に学習できる。

(D) －２　専門分野における工学的問題の解決を通じて，その専門技術と知識の統合及び

研鑽を継続的に積み上げられる。

(D) －３　他の専門分野の知識も身につけ， 複合的な視野で問題点を把握できる。 

(D) －４　技術開発を進めるに際して，安全，環境について配慮すべき事柄を認識し， 説

明できる。 

(E)　「ものづくり」を重視（E1）し，技術的構想や創造的思考を実現させるためのデザイン能

力（E2）を有する技術者

(E)－１　自ら設定した製作課題をデザイン能力を活かして設計図等として表現できる。

(E) －２　自ら設定した製作課題を計画的に製作できる。

(E) －３　工学知識や技術を統合し，技術者構想や創造的思考を特別研究としてまとめられる。

　「核となる分野に関する確固たる知識をベースとしてもち，その方法論・実践力を幅広

い工学分野を対象として創造的に活用できる可能性をもった技術者」

　このような技術者の育成をめざして，以下の項目を本校の学習・教育到達目標とします。
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５　各コースの内容

☆機械システムコース

　機械システム工学は，ものをつくる技術とそのための原理や機構，方法論を研究

対象とし，現代社会の「ものづくり」の基盤を支える学問分野です。機械システムコー

スでは，材料，力学，加工，設計の知識を身につけ，実験や演習を通して実践的な

応用力を培うことにより，機械，電機，エネルギーをはじめとする様々な産業分野

で活躍できるエンジニアの養成をめざしています。

☆電気電子情報コース

　電気電子工学及び情報工学は，現代社会を支えかつ発展させていくための基盤と

なる学問です。電気電子情報コースではこの両分野を統合したカリキュラムに基づ

いて教育・研究を行うため，本科において各々の分野の基礎を身に付けた学生が一

緒に学び，お互いに知識・能力を高め合い，両分野の専門基礎力を幅広く身につけ

ることができます。さらに電気回路やディジタル回路，ロボット制御，計測，プロ

グラミングなどの実験や演習を通して実践的な応用力を培うことにより，エレクト

ロニクス，電子デバイス，ソフトウェアをはじめとする様々な産業分野において幅

広く活躍できるエンジニアの養成をめざしています。

☆建設システムコース

　建設システム工学は，社会基盤の構築，整備や防災，減災など人々が安全に安心

して暮らせる街づくりを支える学問です。建設システムコースでは，建設工学分野

の基礎的知識とともに，都市・交通計画，環境，防災など幅広い分野の知識を身に

つけ，実験や実習を通して実践的な応用力を培うことにより，官公庁，建設，環境，

インフラストラクチャーをはじめとする社会基盤の整備に関わる様々な分野で活躍

できるエンジニアの養成をめざしています。

☆応用化学コース

　応用化学は，人間の生活を豊かにする新しい物質とその循環についての研究・開

発をするための基盤となる学問です。応用化学コースでは，工学系化学分野におけ

る有機・無機化学材料，化学工学，環境化学，物理化学の知見を身につけ，実験や

演習を通して実践的な応用力を培うことに重点を置いています。また，21 世紀に工

学系化学技術者として活躍できるよう，物性化学，有機合成化学などのモダン化を

推進したカリキュラム編成を行っており，材料開発，化学プラントをはじめとする

様々な化学産業の分野で活躍できるエンジニアの養成をめざしています。
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６　教　育　課　程

（1）共　通

区 分 授 業 科 目 単位数 １年 ２年 備 考

一

般

科

目

必

修

科

目

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 2 2

英 語 講 読 2 2

技 術 者 倫 理 2 2

比 較 文 化 論 2 2

小　　計 8 4 4

選
択
科
目

言 語 と 文 学 2 2

生 物 科 学 2 2

小　　計 4 2 2

合 計 12 6 6

専

門

共

通

科

目

必

修

科

目

創 造 設 計 工 学 演 習
（ 副  専  攻  演  習 ）

2 2

安 全 衛 生 工 学 2 2

環 境 政 策 論 2 2

創造技術システム工学特別研究 1 4 4

創 造 工 学 セ ミ ナ ー 1 1

創造技術システム工学特別研究２ 10 10 学修総まとめ科目

創 造 工 学 演 習 2 2

小　　計 23 10 13

選

択

科

目

線 形 代 数 学 2 2

統 計 熱 力 学 2 2

解 析 学 2 2

環 境 工 学 特 論 2 2

イ ン タ ー ン シ ッ プ １ 3 3
インターンシップ１から

インターンシップ４まで

のいずれか１科目を修得

すること

イ ン タ ー ン シ ッ プ ２ 6 6

イ ン タ ー ン シ ッ プ ３ 9 9

イ ン タ ー ン シ ッ プ ４ 12 12

物 理 学 特 論 2 2

応 用 解 析 学 2 2

生 産 シ ス テ ム 工 学 2 2

小　　計 26 20 6 小計は履修可能単位数を示す

合 計 49 30 19 合計は履修可能単位数を示す

一 般・ 専 門 共 通 科 目 合 計 61 36 25 合計は履修可能単位数を示す



－ 18 －

区分 授 業 科 目 単位数 １年 ２年 備 考

必

修

科

目

流 体 の 力 学 2 2

材 料 強 度 学 2 2

機 械 シ ス テ ム 工 学 実 験 2 2

小　　計 6 2 4

選

択

科

目

情 報 処 理 演 習 1 1

機 器 分 析 2 2

材 料 加 工 学 2 2

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 工 学 2 2

応 用 地 盤 工 学 2 2

シ ー ケ ン ス 制 御 2 2

防 災 工 学 2 2

信 号 処 理 工 学 2 2

電 気 情 報 数 学 2 2

複 合 材 料 学 2 2

応 用 構 造 力 学 2 2

エ ネ ル ギ ー 工 学 2 2

小　　計 23 13 10

合 計 29 15 14

（2）機械システムコース

（3）電気電子情報コース

区分 授 業 科 目 単位数 １年 ２年 備 考

必

修

科

目

情 報 処 理 演 習 1 1

電 子 デ バ イ ス 工 学 2 2

シ ー ケ ン ス 制 御 2 2

電 気 情 報 数 学 2 2

電 気 電 子 情 報 工 学 実 験 2 2

小　　計 9 5 4

選

択

科

目

機 器 分 析 2 2

材 料 加 工 学 2 2

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 工 学 2 2

流 体 の 力 学 2 2

電 気 回 路 解 析 2 2

防 災 工 学 2 2

信 号 処 理 工 学 2 2

半 導 体 物 性 2 2

応 用 構 造 力 学 2 2

エ ネ ル ギ ー 工 学 2 2

現 代 制 御 工 学 2 2

電 子 計 測 工 学 2 2

小　　計 24 12 12

合 計 33 17 16
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　（4）建設システムコース

区分 授 業 科 目 単位数 １年 ２年 備 考

必

修

科

目

応 用 地 盤 工 学 2 2

防 災 工 学 2 2

応 用 構 造 力 学 2 2

建 設 シ ス テ ム 工 学 実 験 2 2

小　　計 8 4 4

選

択

科

目

情 報 処 理 演 習 1 1

機 器 分 析 2 2

材 料 加 工 学 2 2

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 工 学 2 2

流 体 の 力 学 2 2

信 号 処 理 工 学 2 2

電 気 情 報 数 学 2 2

複 合 材 料 学 2 2

材 料 強 度 学 2 2

都 市 環 境 工 学 2 2

環 境 生 物 工 学 2 2

エ ネ ル ギ ー 工 学 2 2

小　　計 23 9 14

合 計 31 13 18

区分 授 業 科 目 単位数 １年 ２年 備 考

必

修

科

目

機 器 分 析 2 2

有 機 合 成 化 学 2 2

物 性 化 学 2 2

応 用 化 学 実 験 2 2

小　　計 8 4 4

選

択

科

目

材 料 加 工 学 2 2

電 子 デ バ イ ス 工 学 2 2

情 報 処 理 演 習 1 1

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 工 学 2 2

無 機 化 学 特 論 2 2

電 気 回 路 解 析 2 2

信 号 処 理 工 学 2 2

電 気 情 報 数 学 2 2

複 合 材 料 学 2 2

材 料 強 度 学 2 2

半 導 体 物 性 2 2

環 境 生 物 工 学 2 2

エ ネ ル ギ ー 工 学 2 2

電 子 計 測 工 学 2 2

小　　計 27 11 16

合 計 35 15 20

　（5）応用化学コース
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７　修業年限及び修了要件等

（1）修業年限　２年

　ただし，職業を有している等の事情により，２年を超えて計画的に教育課程を履

修し，修了することを認められた者にあっては別に定める年限。

（2）修了要件

　「創造技術システム工学」教育プログラム修了要件（22 ページを参照）の要件

１～３，５～９を全て満たし，かつ，学位取得に係る学修総まとめ科目履修計画書又

は学修成果（レポート）を独立行政法人大学改革支援・学位授与機構（以下「学位授

与機構」という。）に提出していること。学修総まとめ科目とは，専攻の２年生に配

当された特別研究である（以下同じ。）。

（3）学士の学位の取得方法

　学士の学位は，本校の専攻科を修了見込みで，特例適用申請により学修総まとめ

科目の履修計画書と成果の要旨を大学改革支援・学位授与機構に提出すれば修了時

に学士の学位が授与されます。また，特例が適用されない場合は，学修成果レポー

トの審査と小論文試験に合格することで学士の学位が授与されます。なお，学士の

学位の授与を申請するときは学位審査料が必要です。

（4）他の高等教育機関において修得した単位の認定（以下「単位認定」という。）

　本校以外の出身者で本校専攻科に入学した場合，本校専攻科入学前の出身校にお

いて修得した単位については，本人の申請に基づき，次の①～③に示す基準に沿っ

て本校 JABEE 委員会が実施する単位認定審査の上，「創造技術システム工学」教育

プログラムの修得単位とみなすことができます。

①　単位認定の対象となる科目

　単位認定の申請が可能な科目は，出身校において修得した科目のうち，本校の

本科４，５年次に相当する学年において修得した科目とします。また，認定を受け

ようとする科目は，「創造技術システム工学」教育プログラム上の科目（ただし本

校専攻科で開講している科目は除く。）とします。

②　出身校が JABEE 認定校である場合

　修得した科目に対し，出身校のシラバスのコピーを提出し，それに基づいて下

記判定を行います。

・　修得科目を本校教育プログラムが規定した表２に掲げられた科目群の定義に

従って分類し，分類された科目群の単位として出身校の単位をそのまま認定し

ます。

・　修得科目の学習・教育目標における獲得ポイントを本校教育プログラムが規

定した表２に掲げられた学習・教育目標と JABEE 科目との関係の定義に従って

算定し，その点数をそのまま認定します。

③　出身校が JABEE 認定校以外の場合

　修得した科目に対し，出身校のシラバスのコピーを提出し，それに基づいて下

記判定を行います。

・　本校教育プログラムが要求する教育目標とレベルを満足しているかどうかの

観点から，出身校のシラバスに基づいて修得科目の適格性を判定します。

・　適格と判定された修得科目を本校教育プログラムが規定した表２に掲げられ

た科目群の定義に従って分類し，分類された科目群の単位としてそのまま認定

します。
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・　適格と判定された修得科目の学習・教育目標における獲得ポイントを本校教

育プログラムが規定した表２に掲げられた学習・教育目標と JABEE 科目との関

係の定義に従って算定し，その点数をそのまま認定します。

８　入学当初に必要な諸経費（前年度実績）

（1）入　学　料　　  84,600 円

（2）授　業　料　　117,300 円（前期分）

＊授業料については，年額 234,600 円を納入する。後期分は，令和３年10月１日～

令和３年 10 月 31 日までに納入する。ただし，希望により一括（年額）納入する

ことができる。

＊在学中に授業料が改定された場合は，改定後の額となる。

（3）学生会入会金　　（本校出身者は免除）2,000 円

（4）学  生  会  費　　 2,500 円（前期分，後期分は 3,000 円） 

（5）教科書購入費　　令和３年３月上旬に使用教科書等が決定次第通知する。

（6）後援会入会金　　（本校出身者は免除）10,000 円

（7）後  援  会  費　　 6,000 円（前期分，後期分は 6,000 円）

９　入学料・授業料免除

（1）入学料免除

　入学前１年以内において，入学する者の学資を主として負担している者が死亡，

または，風水害等の被害を受けたり，その他やむを得ない理由により入学料の納付

が著しく困難であると認められる者には選考の上，入学料の全額もしくは半額を免

除する制度があります。

（2）授業料免除

　経済的理由により授業料の納付が困難であり，かつ，学業優秀と認めた者，または，

風水害等の被害を受け，授業料の納付が困難と認められる者には選考の上，授業料

の全額もしくは半額を免除する制度があります。

10　奨 学 金 制 度

　日本学生支援機構の規程に基づき，学業・人物とも優れ，健康であって学費の支

弁が困難と認められる者に対し，本人の申請に基づき，選考の上，奨学金が貸与さ

れる制度があります。

　また，地方公共団体，各種奨学会の行う奨学制度もあります。

11　学 　 生 　 寮（前年度実績）

　学生寮に空室ができた場合，希望者は，選考の上，学生寮に入寮できます。

　＊経費（月額）は，約 35,000 円程度（寄宿料，食費，光熱水料費等）です。
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「創造技術システム工学」教育プログラム修了要件

　阿南高専では，「核となる分野に関する確固たる知識をベースとしてもち，その方法論・

実践力を幅広い工学分野を対象として創造的に活用できる可能性をもった技術者」の育成

をめざして，「創造技術システム工学」プログラムを設定し，日本技術者教育認定機

構（JABEE）の審査を受けました。そして，国際的水準に合致する技術者教育プログラ

ムとして認定されています。

　専攻科に入学すると，全員が「創造技術システム工学」教育プログラムの履修対象学生

となり，修了者となるためには，次の修了要件を全て満たすことが必要です。

要件１　全ての必修科目の単位を修得していること。

要件２　学則第36条第１項に規定（62単位以上）するほか，一般科目については８単位

以上，専門共通科目についてはインターンシップを除いて30単位以上，各コー

スの科目については12単位以上を修得していること。

要件３　学位取得のための次の基準を満たしていること。学位取得のために大学改革

支援・学位授与機構に申請する各専攻区分の専門科目（以下この要件において

同じ。）及び関連科目は，別に定める。

・専門科目（学修総まとめ科目を含む。）を31 単位以上修得していること。

・専門科目（学修総まとめ科目を含めない。）及び関連科目で 40 単位以上を修

得していること。

要件４　学位（学士）を取得していること。

要件５　JABEE 科目において124単位以上を修得していること。

要件６　JABEE 科目のうち，次の各科目群から１科目以上，合計６科目以上の単位を

修得していること。

・設計・システム系科目群

・情報・論理系科目群

・材料・バイオ系科目群

・力学系科目群

・社会技術系科目群

要件７　本校教育プログラムで規定した学習・教育到達目標と JABEE 科目との関係（配

点ポイント数を含む。）について，学習・教育到達目標（D1），（D2），（E1），（E2） 

における獲得ポイントが，それぞれ20ポイント以上であること。

要件８　特別研究内容に関連する学外の学会等において研究成果を発表していること。 

要件９　全ての学習・教育到達目標について，その目標が達成できていること。
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表２　科目群と教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ修了要件との関連表（2020年度）　

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ）

英語コミュニケーション 2 専攻科全 1 ○ ○ ◎ ○
技術者倫理 2 専攻科全 1 ○ ◎ ○ ○ ○
英語講読 2 専攻科全 2 ○ ○ ◎
比較文化論 2 専攻科全 2 ○ ◎ ○
言語と文学 2 専攻科全 2 ◎ ○

1114H41 英語総合１ 2 本科全 4 ○ ◎
1194611 法学 2 本科全 4 ◎
1194601 哲学 2 本科全 4 ◎ ○
1194201 英語の語彙・文法 2 本科全 4 ○ ◎
1195211 英語総合２ 2 本科全 5 ○ ◎
1195501 日本語の表現 2 本科全 5 ◎
1195301 第二外国語入門 1 本科全 5 ○

線形代数学 2 専攻科全 1 ◎ ◎ ○
統計熱力学 2 専攻科全 1 ◎ ◎ ○
解析学 2 専攻科全 1 ◎ ○ ○
物理学特論 2 専攻科全 2 ◎ ○ ○
応用解析学 2 専攻科全 2 ◎ ○ ○

1194401 応用化学 1 本科全 4 ◎ ◎
1514A01 確率統計 2 本科全 4 ◎ ○
1514B01 工業力学 2 本科M 4 ○ ◎
1554100 電磁気学 2 本科M 4 ◎ ○
1314H11 プログラミング実習 1 本科E 4 ◎ ◎ ○
1795301 離散数学 2 本科I 5 ◎ ○
1554100 電磁気学 2 本科C 4 ◎ ○
1514B01 工業力学 2 本科Z 4 ○ ◎
1554100 電磁気学 2 本科Ｚ 4 ◎ ○

創造設計工学演習（副専攻演習） 2 専攻科全 1 ○ ◎ ◎ ○ ◎
生産システム工学 2 専攻科全 2 ◎ ○ ◎ ○

1214A01 機械設計製図２ 2 本科M 4 ◎ ◎ ◎
1214A11 機械設計製図３ 2 本科M 4 ◎ ◎ ◎
1214H01 計測工学 2 本科M 4 ○ ◎
1215H01 自動制御 2 本科M 5 ◎ ○
1314A01 電気回路論３ 2 本科E 4 ◎ ○ ◎
1314G01 制御工学１ 2 本科E 4 ◎ ○ ◎
1314Q11 電子回路設計製作実習 2 本科E 4 ◎ ○ ◎ ◎
1315G01 制御工学２ 2 本科E 5 ◎ ○ ◎
1714D01 システム設計１ 2 本科I 4 ◎ ○ ◎
1714D02 システム設計２ 2 本科I 4 ◎ ○ ◎
1814J01 構造設計製図 1 本科C 4 ◎ ◎ ◎
1815J01 構造設計製図 1 本科C 5 ◎ ◎ ◎
1414D01 物理化学１ 2 本科Z 4 ◎ ○
1414D02 物理化学２ 2 本科Z 4 ◎ ○
1494101 有機材料学 2 本科Z 4 ◎ ○
1415D01 物理化学３ 2 本科Z 5 ◎ ○ ○
1495803 固体物理 2 本科Z 5 ◎ ○

情報処理演習 1 専攻科全 1 AE

AE
AZ

　 ◎ ○ ○ 　
信号処理工学 2 専攻科全 2 ◎ ○ ○
電気情報数学 2 専攻科全 2 ◎ ◎ ○
機器分析 2 専攻科全 1 ◎ ○

1214G01 情報処理１ 2 本科M 4 ◎ ◎ ◎
1294301 メカトロニクス 2 本科M 4 ○ ◎
1295801 情報処理２ 2 本科M 5 ◎ ◎ ◎
1395301 通信工学理論 2 本科E 5 ◎ ○ ○
1794401 ディジタル信号処理 2 本科I 4 ◎ ○
1794201 ディジタル回路１ 2 本科I 4 ◎ ◎ ○ ○
1714G01 情報数学 2 本科I 4 ◎ ○
1714C01 計算機工学 2 本科I 4 ◎ ○
1795201 ディジタル回路２ 2 本科I 5 ◎ ◎ ○ ○
1795401 コンパイラ 2 本科I 5 ◎ ○ ○
1814I02 プログラミング２ 1 本科C 4 ◎ ○
1414C01 分析化学 2 本科Z 4 ○ ○ ◎
1494001 基礎プログラミング 2 本科Z 4 ◎ ◎ ○

生物科学 2 専攻科全 1 ○ ◎ ○
材料加工学 2 専攻科全 1 ◎ ○ ○
複合材料学 2 専攻科AM 2 ◎ ○ ○
材料強度学 2 専攻科AM 2 ○ ◎ ○
半導体物性 2 専攻科AE 2 ◎ ○
複合材料学 2 専攻科AC 2 ◎ ○ ○
材料強度学 2 専攻科AC 2 ◎ ○
有機合成化学 2 専攻科AZ 1 ○ ◎ ○ ◎
複合材料学 2 専攻科AZ 2 ◎ ○ ○
材料強度学 2 専攻科AZ 2 ◎ ○
半導体物性 2 専攻科AZ 2 ◎ ○

1295601 材料選択の科学 2 本科M 5 ◎
1295501 塑性加工工学 2 本科M 5 ◎ ○ ○
1314D01 電気電子材料 2 本科E 4 ◎ ○
1314D11 半導体電子工学 2 本科E 4 ◎ ○
1814B01 材料学１ 1 本科C 4 ◎ ○
1814B02 材料学２ 2 本科C 4 ◎ ○
1495201 無機材料学 2 本科Z 5 ◎ ○ ○
1495102 高分子機能材料学 2 本科Z 5 ○ ◎
1495802 半導体工学 2 本科Z 5 ◎ ○ ○

シミュレーション工学 2 専攻科全 1 ◎ ◎ ○
流体の力学 2 専攻科AM 1 ○ ◎
応用構造力学 2 専攻科AM 2 ◎ ○ ○
流体の力学 2 専攻科AE 1 ◎
応用構造力学 2 専攻科AE 2 ◎ ○ ○
流体の力学 2 専攻科AC 1 ◎
応用構造力学 2 専攻科AC 2 ○ ◎ ○ ○

1214C01 機械力学２ 2 本科M 4 ○ ◎
1214C03 材料力学２ 2 本科M 4 ◎
1214D01 水力学１ 2 本科M 4 ◎
1214D11 水力学２ 2 本科M 4 ◎
1214D03 熱力学１ 2 本科M 4 ◎ ◎
1214D13 熱力学２ 2 本科M 4 ◎
1214C13 材料力学３ 2 本科M 4 ◎
1295401 流体力学 2 本科M 5 ◎
1554000 熱力学 2 本科E 4 ○ ◎
1514B01 工業力学 2 本科E 4 ○ ◎
1514B01 工業力学 2 本科Ｉ 4 ○ ◎
1554000 熱力学 2 本科Ｉ 4 ○ ◎
1714G02 数値計算 2 本科Ｉ 4 ◎ ○
1514B01 工業力学 2 本科C 4 ◎ ◎ ○
1814D01 地盤工学 2 本科C 4 ◎ ○
1814C01 建設構造力学２ 2 本科C 4 ◎ ◎ ○
1815B01 コンクリート構造学 2 本科C 5 ◎ ○
1815C01 建設構造力学３ 1 本科C 5 ◎ ◎ ○
1414D03 電気化学 2 本科Ｚ 4 ◎ ○ ○
1414T09 化学工学２ 2 本科Ｚ 4 ○ ◎ ○
1495501 化学工学３ 2 本科Ｚ 4 ◎ ○

専門分野

Ⅵ
群

④ 力学系科目群

(１)基礎工学の知識・能力

①
～

⑤
の
各
系
か
ら
少
な
く
と
も
１
科
目

、
合
計
６
科
目
以
上

(E2)技術的
構想や創造
的思考を実
現させるた
めのデザイ
ン能力

人文科学、
社会科学等
（語学教育を

含む。）

Ⅰ
群

数学、
自然科学、
情報技術

Ⅱ
群

Ⅲ
群

① 設計・システム系科
目群

Ⅳ
群

② 情報・論理系科目
群

Ⅴ
群

③ 材料・バイオ系科目
群

本　科 　M：機械コース　　E：電気コース　　Ｉ：情報コース　　C：建設コース　　Ｚ：化学コース
専攻科　AM：機械システムコース　AE：電気電子情報コース　AC：建設システムコース　AZ：応用化学コース

群
科目
コード

科　目　名 単位数
開講コース

専攻
学年

専攻科
必修
科目

分野（融合複合新領域）と
JABEE修了要件

本校教育到達目標と科目との関係
◎密接に関係する　　○やや関係する

（Ｄ） （Ｅ）
(D1)継続し
て専門技術
や知識を学
習する習慣

(D2)複合的
な技術開発
を進められ
る能力

(E1)「もの
作り」を重
視

5116A01
5116B01
5117A02
5117B02
5197A03

5996F01
5996F02
5996F03
5997F05
5997F06

5916T01
5997F07

5196B03
※

5297C04
5217M02
5397E04
5497C04
5497M02
5516Z02
5597C04
5597M02
5597E04

※
※
※
※

※
5216M01
5297C03
5396M01
5397C03
5496M01
5417C03
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群
科目
コード

科目名 単位数
開講コース
専攻

学年 必修 （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ１） （Ｄ２） （Ｅ１） （Ｅ２）

安全衛生工学 2 専攻科全 1 ○ ○ ○ ◎ ◎
環境政策論 2 専攻科全 1 〇 ◎ ◎ ○
環境工学特論 2 専攻科全 1 ◎ ◎ ○
都市環境工学 2 専攻科AC 2 ◎ ○ ○ ◎
環境生物工学 2 専攻科AC 2 ○ ◎ ○
環境生物工学 2 専攻科AZ 2 ○ ◎ ○

1295701 環境工学 2 本科M 5 ◎ ○ ○
1494603 環境工学１ 2 本科Ｚ 4 ○ ○ ◎
1495603 環境工学２ 2 本科Ｚ 5 ◎ ○ ○

エネルギー工学 2 専攻科全 2 ○ ◎ ○
シーケンス制御 2 専攻科AM 1 ○ ◎ ○ ○
応用地盤工学 2 専攻科AM 1 ◎ ○
防災工学 2 専攻科AM 1 ◎ ○ ◎
現代制御工学 2 専攻科AE 2 ◎ ◎ ◎
シーケンス制御 2 専攻科AE 1 ○ ○ ◎ ○ ○
防災工学 2 専攻科AE 1 ◎ ○ ◎
電気回路解析 2 専攻科AE 1 ◎ ○ 　
電子デバイス工学 2 専攻科AE 1 ○ ○ ◎ ○ ○
電子計測工学 2 専攻科AE 2 ○ ◎ 　 ○
応用地盤工学 2 専攻科AC 1 ○ ◎ ○
防災工学 2 専攻科AC 1 ○ ◎ ○ ◎
物性化学 2 専攻科AZ 2 ○ ◎ ○
無機化学特論 2 専攻科AZ 1 ○ ◎ ○
電子デバイス工学 2 専攻科AZ 1 ○ ◎ ○ ○
電気回路解析 2 専攻科AZ 1 ◎ ○
電子計測工学 2 専攻科AZ 2 ○ ◎ 　 ○

1294201 機械工学ゼミナール 1 本科M 4 ◎ ○ ○
1215D03 伝熱工学 2 本科M 5 ◎ ◎
1314B01 電気磁気学３ 2 本科E 4 ◎ ◎ ○ ◎
1314C01 電子回路 2 本科E 4 ○ ◎ ○ ◎
1314E01 電気機器工学２ 2 本科E 4 ◎ ○
1394201 電子回路論 1 本科E 4 ○ ◎ ○ ◎
1394301 電磁波工学 2 本科E 4 ◎ ○
1394311 無線工学 2 本科E 4 ◎ ○
1315D11 半導体デバイス 2 本科E 5 ◎ ○
1315E01 パワーエレクトロニクス 1 本科E 5 ○ ◎ ○ ○
1714F03 情報通信ネットワーク 2 本科Ｉ 4 ○ ◎ ○ ○
1714F02 応用プログラミング実習 2 本科Ｉ 4 ○ ◎ ◎
1714E01 オペレーティングシステム 2 本科Ｉ 4 ◎ ○ ○
1794402 情報理論 2 本科Ｉ 4 ◎ ○ ○
1794301 文献講読 2 本科Ｉ 4 ◎ ○ ○
1795402 言語処理 2 本科Ｉ 5 ◎ ○ ○
1795403 メディア情報処理 2 本科Ｉ 5 ◎ ○ ○
1814F01 環境工学１ 2 本科C 4 ◎ ◎ ◎ ◎
1814E01 水工学 2 本科C 4 ◎ ◎
1814C02 構造工学１ 2 本科C 4 ○ ◎
1814C03 構造工学２ 2 本科C 4 ○ ◎
1814G01 都市計画 2 本科C 4 ○ ◎
1815H01 施工管理学 2 本科C 5 ○ ◎
1815F01 環境工学２ 2 本科C 5 ○ ◎
1815C03 構造工学３ 2 本科C 5 ◎ ◎ ◎
1414G01 生化学 2 本科Ｚ 4 ○ ◎ ○
1495804 量子化学 2 本科Ｚ 5 ◎ ○

機械システム工学実験 2 専攻科AM 2 ○ ◎ ◎ ◎ ○
電気電子情報工学実験 2 専攻科AE 2 ○ ◎ ◎ ◎ ○
建設システム工学実験 2 専攻科AC 2 ○ ◎ ◎ ◎ ○
応用化学実験 2 専攻科AZ 2 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

1214T01 機械工学実験１ 3 本科M 4 ○ ◎
1215T01 機械工学実験２ 2 本科M 5 ○ ◎
1314Q01 電気電子工学実験３ 3 本科E 4 ○ ◎ ○
1315Q01 電気電子工学実験４ 3 本科E 5 ◎ ○ ◎ ◎
1315S11 創造工学実習 2 本科E 5 ◎ ○ ◎ ◎
1714F01 応用プログラミング 2 本科Ｉ 4 ◎ ○ ◎ ◎
1795501 組み込みシステム応用実習 2 本科Ｉ 5 ○ ◎ ○
1795404 システム創造実習 4 本科Ｉ 5 ○ ◎ ○
1814T03 水理実験 1 本科C 4 ○ ◎ ○
1814T01 構造材料実験 1 本科C 4 ○ ○ ○ ◎ ○
1814T02 土質実験 1 本科C 4 ○ ◎ ○
1815T01 環境実験 1 本科C 5 ◎ ○ ◎ ○
1414T05 生物実験 2 本科Ｚ 4 ○ ◎
1414T06 物質化学実験 2 本科Ｚ 4 ○ ◎ ◎ ○

創造工学セミナー 1 専攻科全 2 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○
創造技術工学特別研究（1年） 4 専攻科全 1 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
創造技術工学特別研究（2年総まとめ科目） 10 専攻科全 2 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

1215000 卒業研究 10 本科M 5 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎
1315000 卒業研究 10 本科E 5 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○
1794302 創造工学ゼミナール 2 本科I 4 ◎ ◎ ○ ◎ ○
1715000 卒業研究 10 本科I 5 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○
1815000 卒業研究 10 本科C 5 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎
1415000 卒業研究 10 本科Ｚ 5 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

創造工学演習 2 専攻科全 2 ○ ◎ ◎ ◎ ◎
インターンシップ１（注１） 3 専攻科全 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
インターンシップ２（注１） 6 専攻科全 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
インターンシップ３（注１） 9 専攻科全 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
インターンシップ４（注１） 12 専攻科全 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

1514T01 共同教育 1 本科全 4 ◎ ○ ◎
1514R01 校外実習（インターンシップ） 1 本科M 4 ◎ ○ ◎
1514R01 校外実習 1 本科E 4 ◎ ○ ◎
1514R01 校外実習 1 本科Ｉ 4 ◎ ○ ◎
1514R01 校外実習 1 本科C 4 ◎ ○ ○
1514R01 校外実習 1 本科Ｚ 4 ◎ ○ ◎
1494909 創造ゼミナール 2 本科Ｚ 4 ○ ○ ◎ ○ ○
1494900 無機化学演習 1 本科Ｚ 4 ○ ◎
1494901 有機化学演習 1 本科Ｚ 4 ○ ◎
1495900 化学工学演習 1 本科Ｚ 5 ○ ◎
1495901 物理化学演習 1 本科Ｚ 5 ○ ◎

注１：インターンシップ１～４のいずれかを修得 ※獲得ポイント：◎印は３ポイント，○印は１ポイント

専門分野

Ⅸ
群

(2)　いくつかの工学の基礎
的な知識・技術を駆使して
実験を計画・遂行し，デー
タを正確に解析し，工学的
に考察し，かつ説明・説得
する能力

Ⅹ
群

(3)　工学の基礎的な知識・
技術を統合し、創造性を発
揮して課題を探求し組み立
て、解決する能力

XI
群

(4)　（工学）技術者が経験
する実務上の問題点と課
題を理解し、適切に対応す
る基礎的な能力

Ⅶ
群

⑤社会技術系科目群

（２）専門工学の知識・能力

Ⅷ
群

(1)　専門工学の知識と能
力

①
～

⑤

の

各

系

か

ら

少

な

く

と

も

１

科

目

、
合

計

６

科

目

以

上

分野（融合複合新領域）と
JABEE修了要件

①
～
⑤
の
各
系
か
ら
少
な
く
と

も
１
科
目
、
合
計
６
科
目
以
上

創造技術システム工学特別研究 1
創造技術システム工学特別研究 2

5916F01
5916F02
5996F04
5497C05
5497C06
5597C06

※
5296I02
5296C01
5296C02
5397I04
5316I02
5396C02
5396E03
5316E01
5397E05
5416C01
5416C02
5517Z03
5596Z04
5596E01
5596E03
5597E05

5217J01
5317J01
5417J01
5517J01

5917T01
5916G01
5917G01

5917T02
5996K01
5996K02
5996K03
5996K04

注２：科目コード欄 「※」 書きは、 各コースで科目コードが異なることを示す






































